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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は，トライアスロン用ウェットスーツ（WS）の着用が，水泳のパフォーマンス決定要因へ及ぼす
影響を競泳用水着（SS）との比較から検討することにより，WS着用時のパフォーマンスの向上要因を明ら
かにしようとした。さらに，そこで得られた知見から，更なるパフォーマンスの向上へつながる示唆を得よ
うと試みた。
　そのために，研究課題 1では，体力に関わるパフォーマンス決定要因についての影響を検討し，研究課題
2では，同一絶対泳速および最大努力泳における比較から，技術（ストロークや効率）に関わるパフォーマ
ンス決定要因について検討した。さらに，実際のトライアスロンレース中のスイムのぺースは SSよりも
WSで速くなることが明らかなため，研究課題 3においては，各々のスーツにおけるトライアスロンスイム
のぺース相当の泳速を再現できるように同一相対泳速を設定し，WSが生理的応答ストロークパラメータに
及ぼす影響の検討を行った。
　上記の研究課題の結果，WSは体力的要因には影響を及ぼさず，WS着用時のパフォーマンスの向上は，
限られた体力的な capacityをより効率的に推進力へと動員できるためであることが明らかにされた。また，
SSと比較すると，WS着用時には体力的な capacityがよりパフォーマンスヘ反映されやすい傾向があること
が示唆された。さらに，WSの着用によって効率が向上した結果，SSと比較すると，泳速が高くなっても疲
労の蓄積を軽減あるいは遅延することが可能となり，最大努力泳の後半にかけての最大努力の発揮が助長さ
れ，終盤に泳速を維持あるいは向上できることが示唆された。トライアスロンのレースペースにおいては，
WSの着用により，全身的な運動負荷を増加させず，主に推進力を生み出す上肢により多くのエネルギーを
動員することが可能となり，特に，SS着用時と比較し，よりストローク頻度（SR）を増加させて泳ぐこと
により，よりパフォーマンスの向上が期待できることが示唆された。
　本研究から，WS着用時のトライアスロンレースにおけるスイムでは，SS着用時以上に体力的要因がパ
フォーマンスにおいては重要となり，また主に推進力を生じさせる上肢の推進運動（ストローク）の頻度が
より高くなることが更なるパフォーマンスの向上へつながるという示唆を得られた。
　よって，著者は博士（体育科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
